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昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
一
日
国
鉄
気
仙
沼
線
本
吉
～
柳
津
間
開
通
に
伴
い
、
国
鉄
は
大
船
渡
線
気
仙
沼
よ
り

石
巻
線
経
由
東
北
本
線
仙
台
ま
で
の
直
通
旅
客
列
車
の
運
転
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
該
地
域
を
営
業
区
域

と
す
る
宮
城
交
通
㈱
の
バ
ス
路
線
は
著
し
い
影
響
を
う
け
、
長
距
離
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
廃
止
を
含
め
六
ダ
イ
ヤ
一
日

走
行
粁
六
八
八
粁
を
縮
小
、
こ
れ
に
関
連
す
る
従
業
員
八
名
を
不
用
と
し
た
。
こ
の
結
果
年
間
七
五
一
、
五
〇
〇

人
余
の
乗
客
減
と
運
輸
収
入
一
〇
、
四
〇
〇
万
円
余
の
減
収
が
確
実
と
見
ら
れ
る
に
至
つ
た
。 

右
に
対
し
、
既
に
関
係
者
よ
り
特
別
補
助
、
助
成
の
要
求
が
な
さ
れ
て
い
る
が
い
ま
だ
何
ら
救
済
対
策
が
明
示

さ
れ
て
い
な
い
の
は
理
解
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。 

 
よ
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

国
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仙
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柳
津
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開
通
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四 
一 
気
仙
沼
線
が
い
か
に
赤
字
地
方
線
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
開
業
開
通
に
よ
つ
て
免
許
バ
ス
事
業
が
甚
大
な

打
撃
を
う
け
た
以
上
相
当
の
損
害
補
償
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

二 

労
働
組
合
の
最
も
恐
れ
て
い
る
路
線
廃
止
、
過
剰
人
員
の
発
生
が
現
実
と
な
つ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
対
し

て
も
事
業
者
の
都
合
に
任
せ
切
り
で
あ
る
こ
と
は
う
な
ず
け
な
い
。
国
の
責
任
を
明
確
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


